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 本報告書の調査は、本件航空事故に関し、運輸安全委員会設置法及び国際民

間航空条約第１３附属書に従い、運輸安全委員会により、航空事故及び事故に

伴い発生した被害の原因を究明し、事故の防止及び被害の軽減に寄与すること

を目的として行われたものであり、事故の責任を問うために行われたものでは

ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  運 輸 安 全 委 員 会 

                    委 員 長  中 橋 和 博 
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本報告書本文中に用いる分析の結果を表す用語の取扱いについて 

 

 本報告書の本文中「３ 分 析」に用いる分析の結果を表す用語は、次のとおりと

する。 

 

  ① 断定できる場合 

    ・・・「認められる」 

 

  ② 断定できないが、ほぼ間違いない場合 

    ・・・「推定される」 

 

  ③ 可能性が高い場合 

    ・・・「考えられる」 

 

  ④ 可能性がある場合 

    ・・・「可能性が考えられる」 

    ・・・「可能性があると考えられる」 
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航空事故調査報告書 

 

所  属  国土交通省航空局 

型  式  ガルフストリーム・エアロスペース式Ｇ－Ⅳ型 

登録記号  ＪＡ００１Ｇ 

事故種類  飛行中の落雷による機体損傷 

発生日時  平成２７年３月１３日 １４時３５分ごろ 

発生場所  新潟空港の南約４kmの上空、高度約６,５００ft 

 

平成２８年１１月４日 

運輸安全委員会（航空部会）議決 

委 員 長  中 橋 和 博（部会長） 

委   員  宮 下   徹 

委   員  石 川 敏 行 

委   員  田 村 貞 雄 

委   員  田 中 敬 司 

委   員  中 西 美 和 

 

１ 調査の経過 

1.1 事故の概要 国土交通省航空局所属ガルフストリーム・エアロスペース式Ｇ－Ⅳ型  

ＪＡ００１Ｇは、平成２７年３月１３日（金）、飛行検査業務のため、新潟空

港付近上空を飛行中、機体に雷を受け、機体を損傷した。 

同機には、機長ほか乗組員４名の計５名が搭乗していたが、死傷者はいな

かった。 

1.2 調査の概要 運輸安全委員会は、平成２７年３月１３日、本事故の調査を担当する主管

調査官ほか２名の航空事故調査官を指名した。 

本調査には、事故機の設計・製造国である米国の代表が参加した。 

原因関係者からの意見聴取及び関係国への意見照会を行った。 

 

２ 事実情報 

2.1 飛行の経過 機長、副操縦士及び搭乗整備士の口述並びに飛行記録装置の記録によれ

ば、飛行の経過は概略次のとおりであった。 

国土交通省航空局所属ガルフストリーム・エアロスペース式Ｇ－Ⅳ型  

ＪＡ００１Ｇは、平成２７年３月１３日１１時１６分、飛行検査業務（航空

保安施設等が正しく動作しているかを確認する検査）のため、機長ほか乗組

員４名が搭乗し、計器飛行方式により帯広空港を離陸した。 

機長及び副操縦士は、出発前の気象情報確認において、北海道及び北日本

の天候は回復傾向にあり、同機の飛行予定経路上に落雷等の悪天の可能性を

示す前兆はないと認識していた。操縦室では、機長が左席で操縦業務を担当

し、副操縦士が右席で操縦以外の業務を担当していた。 

同機が新潟ＶＯＲＴＡＣ（航空保安無線施設）に向けて航空路V31を高度

９,０００ftで南南西へ飛行中、機長及び副操縦士は、下層に雲はあるが、新

潟空港周辺までの進路上には雲がないことを目視確認していた。同機は１４

時３２分ごろ、新潟空港直上から、次の航空路での検査を実施するために降

下旋回を開始した。その際、機長及び副操縦士は、同機の気象レーダー画面
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上に経路上ではないものの降雨域を表す表示を確認したため、その方向を注

視したところ、薄い雲が散在していたが、乱気流や雷の発生が疑われるよう

な厚い雲ではないと判断された。１４時３５分ごろ高度約６,５００ftで薄い

雲に出入りする状況となり、機長、副操縦士及び搭乗整備士が聴取していた

無線機に「ザー」という大きな雑音が聞こえ、その３～４秒後、機長及び副

操縦士は、「パーン」という大きな音を伴う衝撃とともに前方から強い閃光
せんこう

を

浴びた。 

機長及び副操縦士は、飛行を継続しながら同機に異常が発生していないか

計器類の点検を実施したところ、操縦室計器の一部の表示に変色が見られ、

機長側の機上ＤＭＥ（距離測定装置）の表示が消えていることを確認した。

しかし、副操縦士側の機上ＤＭＥの表示には異常がなく、変色している計器

表示についても視認性に問題はなかったため、飛行に影響するような重大な

異常ではないと判断した。 

機長、副操縦士及び搭乗整備士は飛行検査継続について協議し、飛行に支

障はないと考えられるものの機体損傷について機上では詳細に確認できない

ことから、検査業務を中止し同機の基地である東京国際空港へ帰投すること

とした。その後、同機は、１５時２６分東京国際空港に着陸した。機長及び

副操縦士は、着陸に際して異常を感じなかった。 

着陸後の点検で、胴体左前方外板部、胴体前方下部及び左水平安定板に損

傷が確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 推定飛行経路図（飛行記録装置の記録による） 

2.2 死傷者 なし 

2.3 損壊 航空機の損壊の程度：中破 

・操縦室：機長席側機上ＤＭＥ計器の表示不良 

電子集合計器表示の一部が変色 

副操縦士席側航法計器周波数の表示不良 

右エンジン（補助計器盤）燃料流量計の表示不良 

・胴 体：胴体左前方下部の外板の損傷（一部分が大修理相当） 

胴体左前方下部の外板リベットの変色・焼損（約２０箇所） 

帯広空港 

離陸 11時 16分 

新潟空港 

（新潟VORTAC） 

高度 9,000 ft 

航空路 V３１ 

新潟空港 

N38° 

N38° 

N40° 

E139° E141° 

東京国際空港 

着陸 15時 26分 

14時 35分ごろ、 

高度約６,５００ ftで落雷 

5km 

雷情報提供会社が１４時

３４分２０秒に落雷を確認

した位置（2.6(3) 参照） 
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胴体前方下部の＃１ＤＭＥアンテナの部分損傷 

・尾 翼：左水平安定板の放電索先端部の欠損 

左水平安定板後縁及び端部の損傷 

左水平安定板の放電索取付け面付近外板の変色・損傷 

 

 

 

 

 

 

     写真１ 事故機       写真２ 左水平安定板の損傷 

 

 

 

 

 

 

写真３ 胴体左前方下部外板の損傷  写真４ 機長席側計器盤 

（機上ＤＭＥ）の表示不良 

2.4 乗組員等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 機長    男性 ４２歳 

定期運送用操縦士技能証明書（飛行機）   平成２５年９月１３日 

限定事項 ガルフストリーム式Ｇ－Ⅳ型   平成１９年１月５日 

第１種航空身体検査証明書    有効期限：平成２８年３月１１日 

特定操縦技能 操縦等可能期間満了日    平成２７年９月１３日 

総飛行時間                 ４,２９８時間０１分 

同型式機による飛行時間           ３,０８２時間０５分 

(2) 副操縦士  男性 ４８歳 

事業用操縦士技能証明書（飛行機）       平成７年６月６日 

限定事項 ガルフストリーム式Ｇ－Ⅳ型   平成２５年２月６日 

計器飛行証明（飛行機）          平成１１年１月１２日 

第１種航空身体検査証明書    有効期限：平成２７年８月１４日 

特定操縦技能 操縦等可能期間満了日     平成２８年２月６日 

総飛行時間                 ５,５７２時間２５分 

同型式機による飛行時間           １,０１６時間２０分 

2.5 航空機等 (1) 航空機型式：ガルフストリーム・エアロスペース式Ｇ－Ⅳ型、 

製造番号：１１９０、製造年月日：平成４年７月９日 

耐空証明書：第東－２６－１３９号、有効期限：平成２７年７月２１日 

耐空類別                     飛行機 輸送Ｔ 

総飛行時間                  ９,９６４時間４６分 

(2) 同機には、飛行記録装置及び操縦室用音声記録装置が装備されていた。 

飛行記録装置には、本事故発生当時の記録が残されていたが、本事故に

関連する異常を示す記録はなかった。操縦室用音声記録装置には、上書き

されたことにより本事故に関連する飛行中の音声は記録されていなかっ

た。 

(3) 事故当時、同機の重量及び重心位置は、いずれも許容範囲内にあったも

安定板上面 

前方 

前方 

放電索取付け面 

DME表示なし 
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のと推定される。 

2.6 気象 (1) 同機の飛行時間帯における新潟空港の航空気象観測値は、次のとおりで

あった。 

14時00分 風向 ３００°、風速 １１kt、卓越視程 １０km以上、 

天候 弱いしゅう雨、 

雲 雲量 １／８ 積雲  雲底の高さ １,０００ft 

雲量 ５／８ 積雲  雲底の高さ １,５００ft 

雲量 ６／８ 積雲  雲底の高さ ２,５００ft、 

気温 ６℃、露点温度 ３℃、 

高度計規正値（ＱＮＨ） ２９.９９inHg 

14時37分 風向 ３００°、風速 ７kt、卓越視程 １０km以上、 

天候 弱い雷雨、 

雲 雲量 １／８ 積雲  雲底の高さ １,０００ft 

雲量 ６／８ 積雲  雲底の高さ ２,０００ft 

雲量 ２／８ 積乱雲 雲底の高さ ２,５００ft、 

気温 ５℃、露点温度 ２℃、 

高度計規正値（ＱＮＨ） ２９.９９inHg 

雷電（弱）観測 

雷雲が１０km南東方向にあり東へ移動中 

(2) 新潟空港付近の気象状況は次のとおりであった。（図２、図３ 参照） 

北日本を中心に冬型の気圧配置であり、前日の強い冬型の気圧配置が次

第に緩み始めていたが、上空には寒気が残っていた状態であった。 

新潟地方気象台は強風や落雷についての注意報を出していた。日本海側

沿岸では対流雲域が発達中で発雷が多数検知されており、運航用飛行場予

報（ＴＡＦ）では、新潟空港付近において雷電発生の可能性があると報じ

られていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 気象庁 レーダーエコー画像 ３月１３日１４時３５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

新潟空港 
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活動度１(１時間以内に落雷の可能性がある）    活動度２(雷あり、落雷する可能性が高く

なっている） 

活動度３(やや激しい雷で、落雷がある)      活動度４(激しい雷で、落雷が多数発生している) 

図３ 気象庁 雷ナウキャスト ３月１３日 １４時４０分の予想 

 

(3) 雷情報提供会社による落雷の観測 

雷情報提供会社は、雷を主とする気象情報を提供する会社であり、日本

国内３０か所に雷センサーを設置して、落雷の発生を観測している。 

同社は、事故当日、１４時２０分から５０分までの観測において、同機

の飛行経路近辺に１４時３４分２０秒、１回の落雷を確認していた。観測

された落雷は、同機が落雷を受けたと推定される地点から南方に約５km離

れていたが、同社によると、冬季雷の場合は放電路が水平方向や斜めに形

成されることが多く、その場合の位置誤差は大きい場合には５kmを超える

ことがあるとのことであった。 

 

３ 分析 

3.1 気象の関与 あり 

3.2 操縦者の関与 なし 

3.3 機材の関与 なし 

3.4 判明した事項の

解析 

(1) 落雷の時刻及び位置 

同機は、新潟空港上空を通過して降下旋回中、１４時３５分ごろ同空港

の南約４km、高度約６,５００ftで雷を受けたものと推定される。 

(2) 気象の関与 

事故当日の同空港付近の気象状況は、観測された情報から、西高東低の

冬型の気圧配置であり、前日の強い冬型の気圧配置が次第に緩み始めてい

たが、上空には寒気が残っていたことから、同機の飛行経路上の低高度に

は電荷を帯びた積雲が広範囲に分布していたと推定される。 

同機に損傷を及ぼした落雷は、夏季に多く発生する局地的な積乱雲とは

異なり、冬季に日本海側で多く発生する低い高度で広範囲に分布した積雲

による冬季雷の性状を有するものと考えられる。 

機長及び副操縦士は、降下旋回中に散在する薄い雲を視認し、同機の気

象レーダーの画面上に降雨域が表示されていることを認識していたもの

の、散在した薄い雲中で落雷を予想し回避することが困難な状況で、同機

が電荷を帯びた積雲に近づき雷を受けたものと考えられる。また、機長、

副操縦士及び搭乗整備士は、落雷による衝撃を感じる直前に、聴取してい

た無線で雑音を聞いたが、これは雷の影響によるものと考えられる。 

 

新潟空港 
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(3) 損傷原因 

同機の胴体左前方部から左水平尾翼端部に認められた胴体外板損傷、リ

ベットの焼損及び放電索の損傷は、雷を受けた航空機に一般的に見受けら

れる損傷であることから、雷を受けた際に胴体左前方から左水平尾翼及び

放電索にかけて雷電流の経路が形成されたことによるものと考えられる。

また、操縦室の計器表示の不具合については、雷を受けた箇所が操縦室に

近かったことが影響したものと考えられる。 

 

４ 原因 

本事故は、同機が飛行中、機体に雷を受けたため、胴体左前方下部の外板を損傷したことによるも

のと考えられる。 

雷を受けたことについては、落雷の予想が難しい散在した薄い雲の中で、電荷を帯びた積雲に近づ

いたことによるものと考えられる。 

 


